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つ な ん じ か ん

「いざ全国へ」

11 月２日㈭

第 27 回新潟県中学校駅伝競走大会

長岡市国営越後丘陵公園特設コース

1 区３㎞、計 6 区間

男子 42 チーム参加

総合タイム　1：02′13″

２位との差　19 秒

津南中学校男子、9 年ぶり５回目の

優勝



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは
総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。

04

06

14

13

特集

元祖・スキー王国復活だ！

油断大敵！灯油漏れにご注意を！
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個人住民税は給与天引きで
つなんまちかどスケッチ
町立病院運営審議会だより　地域おこし協力隊だより
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特 
集
Topic

まちかどスケッチ特別編

GEO河岸段丘花火2017

打
ち
上
が
る
一
瞬
、

少
し
だ
け
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に

観
客
は
夜
空
を
見
上
げ
た

撮影・提供／山本吉明 様
撮影場所／マウンテンパークロッヂ前

撮影・提供／内山義幸 様
撮影場所／朴ノ木坂エリア

撮影・提供／株式会社妻有新聞社 様
撮影場所／川の展望台



特集 GEO河岸段丘花火2017

5 広報 平成29年11月号

　

平
成
29
年
10
月
28
日
午
後
７
時
。
長
野
県
栄
村
切
明
を
ス

タ
ー
ト
し
た
花
火
は
途
中
秋
山
郷
に
15
箇
所
あ
る
打
ち
上
げ

ポ
イ
ン
ト
を
、
中
津
川
を
下
る
よ
う
に
30
秒
で
駆
け
ぬ
け
る
。

　

そ
の
後
、
米
原
エ
リ
ア
、
朴
ノ
木
坂
エ
リ
ア
、
貝
坂
エ
リ

ア
、
正
面
エ
リ
ア
、
割
野
エ
リ
ア
、
押
付
エ
リ
ア
と
順
に
打

ち
上
げ
ら
れ
、
最
後
は
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
の
尺
玉
と

一
斉
に
打
ち
上
げ
。
こ
の
間
、
わ
ず
か
60
秒
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
す
る
こ
の
花
火
大
会
は
ま
さ
に

「
見
逃
せ
な
い
」

　

打
ち
上
げ
に
参
加
す
る
ほ
う
も
ド
キ
ド
キ
だ
。
火
を
付
け

る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
決
ま
っ
て
い
る
。

　

花
火
に
は
一
つ
ひ
と
つ
に
オ
ー
ナ
ー
の
想
い
が
こ
も
っ
て

お
り
、
や
り
直
し
が
き
か
な
い
、
一
発
勝
負
。

　

前
日
か
ら
の
雨
も
、
午
後
か
ら
あ
が
り
、
あ
た
り
を
覆
っ

て
い
た
霧
も
打
ち
上
げ
時
間
間
際
に
な
っ
て
取
れ
た
。

　

ド
キ
ド
キ
な
の
は
カ
メ
ラ
マ
ン
も
一
緒
だ
。
一
年
に
一
回

し
か
な
い
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
撮
り
直
し
が
き
か
ず
、
長
年
の

勘
を
頼
り
に
、シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
。終
わ
っ
た
あ
と
に
各
々

が
画
像
を
確
認
し
て
こ
れ
ま
た
一
喜
一
憂
。
打
ち
上
げ
オ
ー

ナ
ー
、
打
ち
上
げ
参
加
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

れ
ぞ
れ
に
こ
の
大
地
を
楽
し
む
。

　

こ
こ
で
し
か
出
来
な
い
花
火
。
儚
い
１
分
間
の
花
火
。

　

今
年
も
無
事
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
来
年
の
お

楽
し
み
。

撮影場所／米原エリア
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リフト乗車時は本券を係員に提示してください。

2018

１日券１日券

▶当日限り有効

有効時間／8：30〜17：00

大人 ・ シニア ・
 小人

ニュー・グリーンピア津南

公式マスコットキャラ

『つなん ぐりぐり』

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

元
祖
・
ス
キ
ー
王
国
復
活
だ
！

12
月
16
日
　
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
予
定
！

ス
キ
ー
に
は

こ
ん
な
効
能
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
？

①
山
の
上
は
視
界
良
好
！

　

転
地
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
！

転
地
効
果
と
は
？

　

日
常
の
生
活
と
異
な
っ
た
環
境
で
自
然
の
刺

激
を
５
感
に
受
け
る
こ
と
で
、
脳
内
物
質
の
分

泌
や
呼
吸
器
系
統
、
消
化
器
官
な
ど
の
働
き
が

整
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
や

自
律
神
経
の
中
枢
に
作
用
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消

や
病
気
療
養
に
も
プ
ラ
ス
と
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
点
、
津
南
高
原
は
視
界
良
好
。

白
銀
の
世
界
で
、
高
い
山
々
を
眺
め
な
が
ら
の

ス
キ
ー
は
格
別
で
す
ね
。

②
楽
し
み
な
が
ら

　

下
半
身
を
鍛
え
ら
れ
ま
す
！

　

冬
の
津
南
は
雪
か
き
が
い
い
運
動
に
な
り
ま

す
ね
。
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
上
半
身
は
鍛

え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
も
加
齢
に
よ
り
衰
え
や
す
い

足
の
筋
肉
は
意
識
し
な
い
と
鍛
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
点
で
も
ス
キ
ー
は
有
効
な
健
康
法
で
す
。

楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
る
。
ぜ
ひ
冬
場
の
運

動
不
足
解
消
に
ス
キ
ー
は
い
か
が
で
す
か
？

③
体
を
左
右
対
称
に
使
う

　

数
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
！

　

ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
非
対
称
的
に
使
う
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
点
、
左
右
対
称
に
使
う

ス
ポ
ー
ツ
は
ス
キ
ー
や
水
泳
が
あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
ま
ん
べ
ん
な
く
体

を
鍛
え
ま
し
ょ
う

※昨年３月より、ニュー・グリーンピア津南のスキー場は町が指定管理者制度により㈱津南高原開発を指定管理者として
管理運営をお願いしています。町では住民の健康づくりとスポーツ推進の場を提供するため、健康増進とスポーツの発展・
振興を進めていきます。

●
耳
よ
り
情
報
そ
の
１

町
民
・
町
在
勤
者

　
　
　
（
家
族
含
む
）
は

リ
フ
ト
１
日
券
が

な
ん
と
５
０
０
円
！

大
人
も
子
ど
も
も
何
度
で
も
！

（
リ
フ
ト
券
購
入
の
際
、
町
民
の
か
た
は
リ
フ
ト

券
売
所
に
て
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生
証

等
の
住
所
が
わ
か
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
在
勤
者
の
か
た
は
在
勤
証
明
書
（
様

式
は
任
意
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
家
族
の
か

た
と
同
伴
す
る
場
合
は
在
勤
者
が
証
明
す
る
世

帯
一
覧
表
（
様
式
は
任
意
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る

生
徒
も
同
額
と
し
ま
す
。

ス
キ
ー
場
を
利
用
し
よ
う
！

元
祖
・
ス
キ
ー
王
国

復
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン



特集 元祖・スキー王国復活だ！
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雪
ま
つ
り
の
私
設
有
料
駐
車
場

運
営
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
耳
よ
り
情
報
そ
の
２

ス
キ
ー
や
ウ
ェ
ア
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
用
品
も

割
引
料
金
で
利
用
で
き
る
よ
！

例
／
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
１
日

　
　
　
　

３
，５
０
０
円 

→ 

３
，０
０
０
円

　（
レ
ン
タ
ル
コ
ー
ナ
ー
に
て
免
許
証
、
保
険
証
、

学
生
証
等
を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る

生
徒
も
同
額
と
し
ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
地
元
に
あ
る
ゲ
レ
ン

デ
な
の
で
、
天
気
が
い
い
日
を
選
ん
で
行

け
る
ね
。
ス
キ
ー
授
業
の
前
に
練
習
し
た

り
津
南
に
遊
び
に
来
た
友
達
と
一
緒
に
冬

の
レ
ジ
ャ
ー
に
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

は
い
か
が
？

　

リ
フ
ト
券
や
レ
ン
タ
ル
料
金
の
割
引
で

手
軽
に
行
け
る
ね
！

　

第
42
回
と
な
る
津
南
雪
ま
つ
り
は
、
来
年
３

月
９
日
、
10
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
開
始
後
、
年
々
入
場
者
が

増
加
し
て
お
り
、
前
回
か
ら
会
場
へ
の
お
車
で

直
接
の
乗
り
入
れ
を
制
限
し
て
い
ま
す
が
、
降

雪
期
の
た
め
駐
車
場
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
か
た
は
、
後
述
の
説
明
会
へ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

１
月
５
日
㈮　

午
後
６
時

　

津
南
町
役
場
３
階　

大
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
―
３
１
１
５

ス
キ
ー
場
を
利
用
し
よ
う
！

元
祖
・
ス
キ
ー
王
国

復
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
耳
よ
り
情
報
そ
の
３

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で
は

毎
日
、
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
を
上
げ
て
る
よ
！

電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
泊
ま
ら
な
く
て
も

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
打
ち
上
げ
体
験
が
出
来
る
よ
！
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
の「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
津

南
」施
設
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
施
設
の
場
所

　

津
南
町
押
付　

Ｊ
Ｒ
津
南
駅
舎
内

■
必
要
資
格

　

危
険
物
取
扱
者
資
格
、防
火
管
理
者
資
格

■
業
務
内
容

①
一
階
駅
舎
、待
合
所
、ト
イ
レ
の
清
掃
等
管
理

業
務

②
浴
場
施
設
、二
階
休
憩
所
の
清
掃
等
管
理
業

務
③
地
下
駐
輪
場
、ト
イ
レ
、物
置
の
清
掃
等
管
理

業
務

④
機
械
施
設（
温
泉
、電
気
通
信
、水
道
、警
備
防

災
、消
雪
設
備
等
）の
維
持
管
理
業
務

⑤
構
内（
町
営
駐
車
場
、駐
輪
場
を
含
む
）の
清

掃
等
管
理
業
務 

⑥
右
記
業
務
に
か
か
る
一
般
業
務

■
業
務
委
託
料

　

平
成
28
年
度
の
収
支
決
算
に
よ
る
委
託
料

４
７
０
万
円
を
基
準
と
す
る

■
お
申
し
込
み
方
法

　

平
成
29
年
12
月
28
日
㈭
ま
で
に
、市
販
の
履

　

タ
イ
カ
ー
ビ
ン
グ
と
は
・
・
・

　

野
菜
や
果
物
に
彫
刻
す
る
タ
イ
の
伝
統
文
化

で
、そ
の
昔
、宮
中
の
子
女
た
ち
が
王
様
に
料
理

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
飾
り
付
け
た
の

が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
内
容　

フ
ル
ー
ツ
カ
ー
ビ
ン
グ

　

り
ん
ご
を
使
い
、立
体
的
に
彫
刻
を
し
て
い

き
ま
す
。

■
日
時　

12
月
９
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
会
場　

津
南
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

２
階
研
修
室

■
参
加
申
込
み
方
法

　

津
南
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
）電
話

（
７
６
５
‐
３
１
３
４
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

１
，５
０
０
円（
材
料
費
・
ナ
イ
フ
代
含
む
）

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
か
た

■
定
員　

20
名

■
講
師　

桑
原
ジ
ン
ダ
ー
ワ
ン
さ
ん

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

津
南
町
で
は
、
防
火
安
全
対
策
を
進
め
る
た

め
、
住
宅
用
消
火
器
お
よ
び
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
購
入
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

消
火
器
に
は
使
用
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

消
火
器
本
体
の
ラ
ベ
ル
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
火
災
警
報
器
も
電
池
交
換
や
、
機
種

に
も
よ
り
ま
す
が
、
警
報
器
本
体
の
交
換
が
必

要
な
機
種
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ
ら
た

め
て
ご
家
庭
の
火
災
予
防
対
策
を
再
点
検
し
て

く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

津
南
町
に
住
所
の
あ
る
か
た（
事
業
所
、集
落

で
購
入
・
更
新
し
た
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

■
補
助
対
象
経
費

①
住
宅
用
消
火
器
の
購
入
費
ま
た
は
消
火
剤
の

「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
津
南
」

施
設
管
理
者
募
集
！

成
人
教
育
講
座（
タ
イ
カ
ー
ビ
ン
グ
）

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

住
宅
用
消
火
器
お
よ
び
火
災
警
報
器

の
購
入
費
を
補
助
し
て
い
ま
す

歴
書
に
記
入
し
、持
参
も
し
く
は
郵
送
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。面
接
日
を
後
日
連
絡
し
ま

す
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

地
域
振
興
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

詰
替
え
に
か
か
る
経
費

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
本
体
）
の
購
入
費

■
補
助
率
等

　

消
火
器
と
火
災
警
報
器
い
ず
れ
も
補
助
対
象

経
費
の
二
分
の
一
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
５
千
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
消
火
器
は
１
世
帯
に
つ
き
１
基
の

み
補
助
対
象
と
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

①
消
火
器
（
消
火
剤
の
詰
替
え
）
ま
た
は
火
災

警
報
器
を
購
入
し
て
、
代
金
を
支
払
い
、
領

収
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書
（
役
場
総
務
課

窓
口
も
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
領
収
書
の

原
本
と
と
も
に
役
場
総
務
課
総
務
班（
２
階
）

ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
基
本
的
に
は
寝
室

と
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
上
部
（
１
階
の
階
段

は
除
く
。）
に
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
階
数
等
に
よ
っ
て
は
、
そ
の

他
の
箇
所
（
階
段
）
に
も
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

台
所
は
、
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安

心
・
安
全
の
た
め
設
置
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
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法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。相
談

料
は
無
料
で
、お
ひ
と
り（
一
組
）30
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、弁
護
士
さ
ん
に
相

談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
12
月
11
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
達
し

し
だ
い
、締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

12
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
場　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容　

借
金
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、不
動
産
、

交
通
事
故
、労
務
問
題
、相
続
、離
婚
、家
庭
内
ト

ラ
ブ
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
、

悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先　

役
場
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

商
工
会
で
は
、商
工
業
者
を
中
心
に
、広
く
県

民
を
対
象
と
し
て
、弁
護
士
に
よ
る
個
別
の
法

律
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

12
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
相
談
時
間
は
、１
件
あ
た
り
30
分
程
度
に
な

り
ま
す
。

■
会
場　

津
南
町
商
工
会

　
（
津
南
町
下
船
渡
丁
２
９
２
０
番
地
）

　

今
年
度
第
２
回
目
の「
津
南
・
北
野
大
塾
」を

開
講
し
ま
す
。

　

今
回
は
、北
野
大
塾
長
・
及
川
紀
久
雄
副
塾
長

ほ
か
、メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し
て
、湘
南
東
部
総
合

病
院
院
長
の
市
田
隆
文
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

医
者
の
お
話
や
、お
酒
と
肝
臓
の
お
話
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　

町
内
外
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
お
よ
び
会
場

　

12
月
８
日
㈮

　

午
後
２
時
～　

芦
ヶ
崎
小
学
校

　
　
「
北
野
キ
ッ
ズ
塾
」

　
　

～
医
者
に
な
っ
て
40
年　

楽
し
い
よ
～

　

午
後
５
時
30
分
～　

竜
ヶ
窪
温
泉

　
　
「
北
野
大
塾
」

　
　

～
お
酒
は
飲
ん
だ
方
が
長
生
き
で
き
る
～

■
そ
の
他

　

講
演
終
了
後
、竜
ヶ
窪
温
泉
に
お
い
て
講
師

の
か
た
が
た
と
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。（
会
費
３
，

０
０
０
円
）懇
親
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
12
月
７
日
㈭
ま
で
に
竜
ヶ
窪
温
泉「
竜
神

の
館
」℡
７
６
５
‐
５
８
８
８
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

12
月
４
日
㈪
か
ら
10
日
㈰
は「
人
権
週
間
」で

す
。こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
法
務
局
で

は
、「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀　

～
考

え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未
来
へ
つ
な
げ
よ

う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～
」を
目
標
と
し
て
、

人
権
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
週
間

に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す
。ど
ん
な
小

さ
な
悩
み
で
も
一
緒
に
考
え
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
お
よ
び
会
場

　

12
月
４
日
㈪

・
午
前
10
時
～
正
午
ま
で

　

十
日
町
市
上
野

　
　

上
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

十
日
町
市
松
代

　
　

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
松
代
支
所

　

12
月
５
日
㈫

・
時
間　

午
後
１
時
～
３
時
ま
で

　

十
日
町
市
中
条　

中
条
公
民
館

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
７
５
２
‐
２
５
７
５

　

建
設
産
業
で
は
、建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
き
、再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
特
定
の

建
設
廃
棄
物（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、ア
ス
フ
ァ
ル

ト
塊
、木
材
な
ど
）の「
分
別
解
体
」と「
リ
サ
イ

ク
ル
」を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、一
般
家
屋
の
解
体
工

事
の
際
、優
良
業
者
の
選
定
や
解
体
業
者
に
適

正
な
分
別
解
体
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
す
な
ど
、皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

税
務
署
で
は
、所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書

の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

対
象
と
な
る
か
た
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
29
年
12
月
６
日
㈬

　

○
営
業
所
得　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

○
農
業
所
得　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
場　

津
南
町
役
場　

３
階　

大
会
議
室　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

℡
７
５
６
‐
６
０
０
１

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を
!!

弁
護
士
に
よ
る
無
料「
法
律
相
談
」開
催

新
潟
県
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
「
無
料
法
律
相
談
」

平
成
29
年 

第
２
回

　
　
　

津
南
・
北
野
大
塾

「
人
権
週
間
」と

　
　
　
「
特
設
人
権
相
談
」

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

～
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

　
　
　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
～

青
色
事
業
所
得
者
の
か
た

向
け
の
青
色
決
算
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

■
お
申
し
込
み
先（
予
約
制
）

　

津
南
町
商
工
会　

℡
７
６
５
‐
２
３
０
１

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
長
岡
支
所

　

℡
０
２
５
８
‐
２
１
‐
０
６
８
８
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従業員の個人住民税は

給与所得者の個人住民税は、特別徴収（天引き）することが
法律等で義務付けられています。

パート・アルバイトや非常勤職員でも特別徴収しなければ
なりません。

特別徴収して納めましょう！

事業主の皆様へ

給与支払報告書の提出や退職者等の届出に電子申告（eLTAX）
をご利用いただくと、従業員の住所地市町村ごとに振り分けて
提出等する必要がなくなります。eLTAXの詳細については、
次のホームページを参照してください。
http://www.eltax.jp/

①給与支払報告書の提出や②
退職者等の報告には、電子申告

（eLTAX）もご利用いただけます。

 （5月31日まで）

６月から翌年５月まで
毎月の給与支給日

（１月31日まで）

（5月中旬まで）

（4月15日まで）

（翌月10日まで）

※納期の特例の承認制度あり

特別徴収の方法による納税のしくみ

給　

与　

所　

得　

者

（
納
税
義
務
者
）

給　

与　

支　

払　

者

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

市　
　

町　
　

村

(

税
額
計
算)

④特別徴収税額の通知

⑤個人住民税の徴収

①給与支払報告書の提出

③特別徴収税額の通知

②退職者等の報告

⑥個人住民税の納入
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「特別徴収」 に切り替えると事務手続の負担が大きくなりませんか。Q2

　個人住民税は、給与支払報告書等に基づいて、従業員の住所地の市町村が税額を計算し、従業員ごとの額をお
知らせします。事業主は、その税額を毎月の給与から徴収（天引き）し、翌月１０日までに市町村へ納めていただきま
す。所得税のように、事業主自ら税額を計算することや年末調整をする手間はかかりません。また、ボーナス時の徴
収はありません。
　なお、従業員に異動（退職、転勤）があった時には、特別徴収に係る異動届出書を翌月１０日までに従業員の住所
地の市町村に提出していただく必要があります。　　
※さらに従業員が常時１０人未満の事業主には、申請により、年１２回の納期を年２回とする制度があり、事務を軽

減することができます。（納期の特例の承認）

A2

どのような事業主が 「特別徴収」 を行うのですか。Q3

「特別徴収」 をしない場合、 罰則の適用はありますか。Q5

　所得税の源泉徴収を行う事業主のうち、前年中に給与の支払いを受けた従業員に、４月１日の現況において給
与の支払いを行う事業主です。A3

　地方税法第３２１条の５の規定により、特別徴収義務のある事業主は、給与の支払いをする際に、個人住民税を
徴収し、納期限内に市町村に納入する義務があります。
　このため、特別徴収をしない場合においては、地方税法第３２４条において、１０年以下の懲役若しくは２００万円
以下の罰金刑が設けられています。

A5

パートやアルバイトであっても、全員「特別徴収」 をする必要がありますか。Q4
　特別な場合を除き、パート・アルバイト等を含む全ての従業員から特別徴収をしていただく必要があります。
＜特別な場合の例＞
●給与所得者のうち支給期間が一月を超える期間によって定められている給与のみの支払いを受けている者
●外国航路を航行する船舶の乗組員で一月を超える期間以上乗船することとなるため 慣行として不定期にその

給与の支払いを受けている者

A4

個人住民税の特別徴収Ｑ＆Ａ

個人住民税の 「特別徴収」 とは、 どんな制度ですか。Q1
　所得税の源泉徴収制度と同様に、事業主（給与支払者）が、毎月従業員（給与所得者）に支払う給与から個人住
民税（市町村民税や県民税）を徴収（天引き）し、納税義務者である従業員に代わって、従業員の住所地の市町村へ
納入していただく制度です。
　地方税法等により事業主には、特別徴収する義務があります。（地方税法第３２１条の４及び各市町村の条例）

A1

■お問い合わせ　津南町役場　税務町民課　税務班　℡：025-765-3113
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 地域に安心を、災害時応援協定締結式
— 10月27日　津南町役場 —

 地域貢献を目指して寄付を募る
— 10月27日　町長室 —

 ぼくは家族の消防士
— 11月5日　十日町地域消防本部 —

　今年も寄付金を地域に役立ててほしいと町長のところ
へ訪れた日本生命津南営業部の皆さん。大割野で行われる
彼岸市でバザーに出店する商品を顧客から提供してもらい、
売り上げた収益金を津南町へ寄付いただきました。津南町
のほかに旧中里村、栄村にも贈った寄付金は計8万5000円
になりました。「年々寄付額は減ってきているが、津南営業
部独自の活動のため、今後も続けて貢献していきたい」と津
南営業部の原部長は語りました。

　小学生防火標語表彰式が十日町地域消防本部で行われ、
津南小学校4年生の藤ノ木斗夢さん（優秀賞）と桑原想大さ
ん（最優秀賞）の作品が見事選ばれました。これまでは十日
町市の川西地区、松代地区、松之山地区だけで行っていた事
業でしたが、今年度から初めて津南町・十日町市のすべての
学校で行うこととなりました。
　今回は4年生を中心に募集をし、全体の9割にあたる427
人の作品が集まりました。最終的に3作品が選ばれ、最優秀
賞の作品は管内全域に短冊となって配布されます。

↑日本生命津南営業部の皆さんが上村町長を訪問

　10月27日、津南町は災害時の応援協定を2つ締結しまし
た。1つ目は「災害時における臨時災害放送局開設運用の
支援に関する協定」です。災害時にFMラジオ等のコミュニ
ティー放送を活用し、住民への情報提供をするための臨災
局の運用や開設、地域に密着した災害関連情報の放送をし
ていただきます。
　2つ目は「津南町の安全・安心まちづくりに関する連携協
定」です。防災訓練への参画や、普段の業務の中で関わる町
の高齢者や子ども、障がい者の見守り活動を行っていただ
きます。また、防災意識を高めるために子どもたちへ防災教
育にも力を入れていく予定です。

↑株式会社エフエムとおかまち代表取締役の村山政文氏と上村町長

↑損保ジャパン日本興亜株式会社の大磯崇雄氏と上村町長

↑下段左が藤ノ木斗
と む

夢さん、下段中央が桑原想
そう

大
た

さん
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 老人給食サービス、緑綬褒章を受章
— 11月2日　秋の褒章 —

　平成29年秋の褒章で津南町
老人給食ボランティアグルー
プ が 緑 綬 褒 章 を 受 章 し ま し
た。一人暮らしの高齢者を中心
に、休むことなく毎週月・木曜
日に給食を配達して30年余り。
今なお約100人の調理ボラン
ティアと約70人の配食ボラン
ティアで活動を続けています。
　給食日になると、13時から
調理をはじめ、約2時間半でお
弁当を作ります。その手際はま
さにプロ。細かく献立をチェッ
クし、手際よく調理をします。
また、16時になると配食担当
が集まり、各地区へ向かいます。
出来たてのお弁当が各家庭へ
届きます。

↑おかずの色によって配置を考え、食べる人へのおもいやりが感じられます

↑ひとときも休むことなく 80 食分のお弁当を作ります ↑給食を届けに行くと世間話に花が咲きます

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
た
当
初
は
、

い
く
つ
か
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

調
理
環
境
で
す
。
何
度
も
改
善
を
重
ね
、

さ
ま
ざ
ま
な
補
助
や
応
援
を
い
た
だ
き
、

環
境
と
機
材
を
揃
え
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
人
数
も
当
初
は
調
理
が
10
数
人
、
配
送

も
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
調
理

は
グ
ル
ー
プ
編
成
を
し
、
配
送
は
役
場
職

員
、
民
生
委
員
の
か
た
か
ら
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
す
。

　

義
務
と
し
て
や
る
の
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
の
楽
し
み
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
調
理
が
で
き
る
、
楽
し
く
調
理
で

き
れ
ば
仕
事
も
早
い
し
、
き
れ
い
に
作
っ

て
く
れ
ま
す
。
配
送
は
、
た
だ
お
弁
当
を

届
け
る
の
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
見
守
り

や
話
し
相
手
に
な
る
大
事
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
届
け
に
行
け
ば
ち
ょ
っ
と
し
た
会

話
で
つ
い
つ
い
盛
り
上
が
っ
た
り
…
。
ど

れ
も
重
要
な
要
素
で
す
。
今
後
は
大
勢
の

人
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

楽
し
く
調
理
・
配
送
が
で
き
て
、
楽
し

く
活
動
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
ん

な
み
ん
な
の
想
い
が
、
今
回
の
受
章
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。

老人給食
ボランティアグループ
会長　福原照男さん

大勢の人から参加してもらいたい。楽しく活動することが大切。
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その場から離れないで！
うっかり灯油漏れに
ご注意を！

こんな経験ありませんか？
　ホームタンクから灯油を小分けしている際に電話が鳴ったり、寒いので屋内に入ったりとホームタン
クのバルブを開けたまま、その場を離れてしまったことはありませんか？
　あふれた灯油は、家の敷地から側溝を伝って、最終的に河川に流れ込むと、水道の断水、環境悪化、
農業や漁業への被害を引き起こす場合があります。処理にかかった経費は原因者の負担となります。

■油漏れ事故を防ぐための心がけ
　・小分け中はその場を離れない
　・バルブをしっかり閉めたことを確認する
　・積雪や除雪で配管を傷めないよう注意する

■こんな対策も有効です！
　・ホームタンクに「防油堤」を設置し、「防油堤」の中で小分けをする
　・ホームタンクに自動停止する給油器具を取り付ける

■油を漏らしてしまったら…
　①あわてずに原因を見つけ、漏れを完全に止める
　②漏れた油は古布・新聞紙などできれいに拭き取る
　③消防署・役場・灯油販売店等に連絡する

■連絡先
【ホームタンクから灯油が漏れた場合】 　灯油を購入した販売店へご相談ください。
【水路や河川に油が入った場合・発見した場合】
・十日町地域消防本部南分署 ℡765-2480　・役場税務町民課 ℡765-3113　・南魚沼地域振興局環境センター ℡025-772-8154

町では自動停止機能付き給油装置の購入費補助を行っています。
　●対　象　事　業／自動停止機能付き給油装置の設置
　　　　　　　　（ホームタンクに取り付け、ポリ容器等への小分け時に満タンになると自動停止する装置）
　●対　象　者／町内に住所がある満 65 歳以上の世帯員のみで構成される世帯の世帯主
　●補助金の額／購入費の３分の１（1,000 円未満切り捨て）で 4,000 円を限度とする
　●申請の手続き／税務町民課に電話等で連絡を取り、補助申請の手続きをしてから販売店と購入の
　　　　　　　　　相談をしてください　※詳しくは税務町民課町民班までお問い合わせください。
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町
立
病
院
運
営
審
議
会
だ
よ
り

　

病
院
運
営
審
議
会
の
、第
７
回
、第
８
回
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

T s u n a n  H o s p i t a l

第
８
回
病
院
運
営
審
議
会

第
７
回
病
院
運
営
審
議
会

苗
場
山
の
頂
上
付
近
も
す
っ
か
り
白
く
な
り
、

そ
ろ
そ
ろ
里
に
雪
が
降
り
て
き
そ
う
な
気
配
で

す
。
今
年
は
と
に
か
く
雨
の
日
が
多
く
、
タ
イ

ミ
ン
グ
悪
く
台
風
が
接
近
し
た
り
、
稲
も
乾
か

ず
田
ん
ぼ
の
水
捌
け
も
悪
く
、
稲
刈
り
が
落
ち

着
い
た
の
は
11
月
に
入
っ
て
か
ら
で
し
た
。『
農

業
は
お
天
気
次
第
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

津
南
町
に
住
ん
で
７
カ
月
が
経
ち
、
お
茶
飲

み
や
地
域
の
行
事
に
参
加
し
集
落
の
か
た
が
た

と
交
流
し
て
、
私
の
中
で
新
し
い
気
持
ち
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
地
域
に
あ
る

知
恵
・
技
術
を
守
り
た
い
、
受
け
継
ぎ
た
い
と

う
気
持
ち
で
す
。
集
落
の
か
た
が
た
が
以
前
に

行
っ
て
い
た
事
、
現
在
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

事
、
私
に
聞
か
せ
て
く
れ
る
昔
話
が
、
と
て

も
価
値
の
あ
る
事
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
少
し
例
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
、

藁
細
工
作
り
や
蕎
麦
作
り
が
あ
り
ま
す
。
ほ
ぼ

人
間
の
手
作
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
時
間
や
手

間
が
か
か
り
、
生
産
性
は
良
い
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
代
に
も
通
用
す
る
も
し
く
は
現
代

の
も
の
よ
り
も
質
は
高
い
と
思
う
の
で
す
。
ど

れ
く
ら
い
の
人
が
そ
の
価
値
を
認
め
て
く
れ
る

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
ま
っ
た
く
お

金
に
な
ら
な
い
事
、
と
て
も
労
力
が
必
要
な
事

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
高
齢
者
が
多
い

地
域
の
中
で
守
る
人
・
受
け
継
ぐ
人
が
い
な
け

れ
ば
、
そ
の
知
恵
・
技
術
は
消
え
て
し
ま
い
ま

す
。
技
術
が
発
達
し
て
い
く
中
で
、
す
で
に
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
消
え
て
し
ま
う
事
は
と
て
も
簡

単
で
、
消
え
て
し
ま
っ
た
後
に
取
り
戻
そ
う
と

思
っ
て
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
手
に
入
れ
る
事
は
可
能
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
地
域
に
根
差
し
た
知
恵
・
技
術
を

得
る
に
は
、
地
域
の
暮
ら
し
の
中
で
体
得
す
る

し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

何
だ
か
ま
じ
め
な
、
堅
苦
し
い
文
章
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、『
消
え
る
』
そ
ん
な
悲

し
い
事
に
は
し
た
く
な
い
で
す
。

【
秋
山
郷
地
区
：
石
田
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

◎
日
時　

平
成
29
年
９
月
28
日
㈭

◎
場
所　

津
南
病
院

◎
議
題
１「
院
外
薬
局
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン・考

察
に
つ
い
て
」

◆
平
成
28
年
度
の
実
績
に
基
づ
い
て
、仮
に
院
外

薬
局
に
し
た
場
合
、経
営
的
に
ど
う
な
る
か
、ま

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
は
何
か
等
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。総
論
と
し
て
、院
内
薬
局
よ

り
も
院
外
薬
局
の
ほ
う
が
経
営
改
善
を
図
れ
る

と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、い
く
つ
か
の
疑
問
点
も
出
た
た
め
、さ

ら
に
精
査
し
て
次
回
以
降
報
告
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

◎
議
題
２「
３
階
空
き
施
設（
療
養
病
棟
）の
提

案
に
つ
い
て
」

◆
第
７
期
介
護
保
険
計
画
と
今
後
の
町
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
動
向
を
見
据
え
、国
が
療

養
病
棟
の
転
換
施
設
と
し
て
打
ち
出
し
た
介
護

医
療
院
と
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

◎
議
題
３「
診
療
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

◆
前
回
第
６
回
に
引
き
続
き
、入
院・外
来
の
診
療

科
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、意
見
の
集
約
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
で
、全

国
の
自
治
体
病
院
の
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
全
国

組
織
の〝
地
域
医
療
振
興
協
会
〟か
ら
病
院
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
お
話
し
を
聞
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
日
時　

平
成
29
年
10
月
20
日
㈮

◎
場
所　

津
南
病
院

◎
議
題
１「
津
南
病
院
の
現
状
、医
療
を
取
り
巻

く
状
況
を
見
た
今
後
の
津
南
病
院
、町
の
医

療
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て（
講
話
）」

◆
地
域
医
療
振
興
協
会
の
担
当
者
か
ら
、全
国

の
自
治
体
病
院
で
経
営
困
難
に
陥
っ
て
い
る
病

院
を
再
建
し
た
類
似
事
例
を
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

設
備
投
資
や
診
療
内
容
を
充
実
拡
大
し
て
打

開
す
る
よ
り
は
老
健
な
ど
介
護
施
設
と
セ
ッ
ト

で
縮
小
均
衡
を
図
る
こ
と
が
基
本
で
す
。し
か
し
、

津
南
町
の
場
合
は
介
護
施
設
が
非
常
に
充
実
し

て
お
り
こ
の
手
法
が
使
い
に
く
く
難
し
い
事
例
で

す
。ま
た
、地
域
医
療
構
想
を
中
心
と
し
た
今
後

の
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
適
格
に
対

応
し
た
ほ
う
が
良
い
等
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

◎
議
題
２「
前
回
の
院
外
薬
局
の
指
摘
事
項
等

に
つ
い
て
」

◆
入
院
病
棟
に
お
け
る
薬
剤
師
の
手
技
料
、注

射
薬
剤
料
に
対
す
る
公
衆
衛
生
予
防
活
動
収
益

の
実
績
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
議
題
３「
在
院
日
数・90
日
超
え
状
況
と
町
の

高
齢
者
、施
設
状
況
等
に
つ
い
て
」

◆
総
看
護
師
長
か
ら
、90
日
超
え
の
患
者
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、今
後
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の

取
組
み
の
必
要
性
や
要
介
護
２
以
下
の
サ
ー
ビ

ス
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
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い
ち
は
や
く
、知
ら
せ
る
勇
気
、つ
な
ぐ
声

　

子
育
て
は
常
に
楽
し
い
事
ば
か
り
で
な
く
、

辛
く
て
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
育
て

の
ス
ト
レ
ス
が
、
と
き
に
子
ど
も
へ
の
虐
待
の

引
き
金
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
来
、子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者（
親
や
親

に
代
わ
る
養
育
者
）が
、子
ど
も
の
身
体
や
心
を

傷
つ
け
る
こ
と
を
児
童
虐
待
と
い
い
ま
す
。

　

保
護
者
に
と
っ
て
は「
し
つ
け
」の
つ
も
り
で

も
、子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
な
ら
ば
、「
虐
待
」に

な
り
ま
す
。虐
待
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
あ
っ

て
も
、正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
っ
て「
し
つ
け
」？「
虐
待
」？

　

し
つ
け
と
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
社
会

の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど
を
身
に
つ
け
る
よ
う

働
き
か
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の

発
達
や
理
解
度
に
配
慮
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く

も
の
で
、
暴
力
な
ど
で
従
わ
せ
て
行
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
体
罰
の
正
当
化
》

　

暴
力
は
歯
止
め
が
き
か
な
く
な
っ
て
、
エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

《
こ
と
ば
の
暴
力
》

　

こ
と
ば
に
よ
る
お
ど
し
は
、
恐
怖
感
を
植
え

つ
け
、
同
時
に
子
ど
も
の
自
尊
心
を
奪
っ
た
り
、

周
り
の
人
へ
の
信
頼
感
が
は
ぐ
く
め
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

《
発
達
を
無
視
し
た
無
理
な
要
求
》

　

子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
と
っ
て
好
ま
し
く

な
い
養
育
環
境
で
す
。

イ
ラ
イ
ラ
せ
ず

　
　
　

子
育
て
す
る
に
は

　

子
育
て
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
だ
っ
た

は
ず
な
の
に
、
い
ざ
、
子
ど
も
と
向
き
合
い
、

子
育
て
に
追
わ
れ
る
毎
日
の
中
で
、
あ
る
い
は

仕
事
と
の
両
立
で
、
イ
ラ
イ
ラ
を
募
ら
せ
、「
こ

ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に
」
と
落
ち
込
む

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

周
り
の
人
に
上
手
に
頼
っ
た
り
、
家
事
を
が

ん
ば
り
す
ぎ
ず
、
と
き
に
は
、
周
り
の
人
や
一

時
保
育
な
ど
を
利
用
し
て
預
け
て
、
子
ど
も
と

離
れ
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
ひ
と
り
で
抱
え

込
ま
ず
、
周
囲
の
人
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
は
、

社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

はーい

でーす

保健師

今月は
上倉由美子
保健師

子
ど
も
や
保
護
者
の

こ
ん
な
サ
イ
ン
を

見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

〈
子
ど
も
に
つ
い
て
〉

●
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保
護

者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

●
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ
る

●
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

●
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る

●
表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い

●
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る

〈
保
護
者
に
つ
い
て
〉

●
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る

●
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た
ま
ま
外

出
し
て
い
る

●
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
拒
否
的
、
無

関
心
で
あ
る

●
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然
な
説

明
を
す
る

児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。
あなたの 1 本のお電話で救われる子どもがいます。

○虐待を受けたと思われる子どもがいたら
○ご自身が出産や子育てに悩んでいたら
○子育てに悩む親がいたら

　連絡は匿名で行うことも可能です。
　連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

児童相談所
全国共通

３桁ダイヤル
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う
ち
の「
ば
ぁ
た
ん
」

「
ば
ぁ
た
ん
」
こ
れ
は
う
ち
で
の
キ

ヨ
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
呼
び
か
た
で
す
。
曾

孫
た
ち
が
２
才
の
頃
、「
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

と
言
え
ず
「
ば
ぁ
た
ん
」
と
言
っ
て
い

た
の
が
今
で
も
そ
の
ま
ま
家
族
で
の
呼

び
か
た
に
な
っ
て
い
ま
す
。

祖
母
は
今
年
５
月
で
満
百
歳
を
迎
え

ま
し
た
。
週
２
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お

世
話
に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
身
の
回
り

の
こ
と
は
殆
ど
自
分
で
決
め
、
行
っ
て
い
ま
す
。

長
生
き
の
秘
訣

祖
母
の
長
生
き
の
秘
訣
は
口
と
手
を
動
か
す

こ
と
。「
昔
の
話
を
す
る
こ
と
」
と
「
手
悪
さ

を
す
る
こ
と
」
か
な
と
思
い
ま
す
。

昔
の
自
分
の
苦
労
話
を
話
し
出
す
と
止
ま
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
子
供
の
頃
の
話
か
ら
嫁
に
き

て
か
ら
の
話
な
ど
今
で
も
覚
え
て
い
て
よ
く
話
を

聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
夫
が
戦
争
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
て
か
ら
は
と
て
も
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

80
歳
後
半
く
ら
い
か
ら
畑
仕
事
を
若
手
に
ま

か
せ
、
隠
居
し
て
か
ら
は
「
手
悪
さ
」
を
い
ろ

い
ろ
と
始
め
ま
し
た
。
広
告
用
紙
を
折
っ
て
小

さ
い
パ
ー
ツ
を
い
く
つ
も
作
り
、
そ
れ
を
組
み

合
わ
せ
て
ツ
ル
や
宝
船
な
ど
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
刺
繍
、
編
み
ぐ
る

み
、
千
羽
鶴
、
編
み
物
な
ど
た
く
さ
ん
作
り
ま

し
た
。

最
近
は
、
目
が
悪
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
物
作
り
は
止
め
、
塗
り
絵
に
没
頭
し
て
い

ま
す
。
や
り
始
め
る
と
１
時
間
は
集
中
し
て
塗

り
続
け
て
い
る
た
め
、
１
年
間
で
十
冊
以
上
は

塗
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
根
気
強
い
な
ぁ
と

い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
穏
や
か
に

　
　

過
ご
し
て
欲
し
い

祖
母
は
体
も
丈
夫
で
、
近
年
は
大
病
も
せ
ず
、

家
族
に
風
邪
ひ
き
が
い
て
も
祖
母
だ
け
は
い
つ

も
元
気
で
す
。
我
が
強
く
、
意
志
が
強
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
も
長
生
き
で

い
る
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
祖
母
で
す
が
、
若
い
こ
ろ
苦
労
し
て

き
た
分
、
余
生
を
楽
し
く
穏
や
か
に
過
ご
し
て

い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

朴
木
沢
　
藤
ノ
木
　
涼
子
さ
ん

島田ハルエさん　　大正６年４月 17 日生♡♡♡

孫の涼子さんと…♡♡♡

藤ノ木キヨさん　　大正６年５月７日生♡♡♡ 瀧澤義正さん　　大正７年２月１日生♡♡♡

祝百寿 ９月 18日敬老式が行われました。今年度、百歳を迎えられた３人のかた
が元気に出席くださいました♡♡♡

いつまでもお元気で
　　いてくださいね !!

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



1 1 月の新着図書（一部掲載）
【大人の本】
●『守教　上』 ………………………………… 帚木 蓬生／著　新潮社
●『ミステリークロック』
　……………………………………………… 貴志 祐介／著　KADOKAWA
●『白い久遠』 ………………… 浅野 里沙子／著　東京創元社
●『琥珀の夢　上 小説鳥井信治郎』
　…………………………………………………………… 伊集院 静／著　集英社
●『カシス川』 ……………………… 荻野 アンナ／著　文藝春秋
●『武士マチムラ』 …………………………… 今野 敏／著　集英社
●『砂上』 ……………………………… 桜木 紫乃／著　KADOKAWA
●『オブリヴィオン』 ………………… 遠田 潤子／著　光文社

【子どもの本】
●『あれあれだあれ？』
　……………………………………… 中川 ひろたか／文ひかりのくに
●『こねてのばして』
　………………………… ヨシタケ シンスケ／作 ブロンズ新社
●『ごはんのにおい』
　……………………………………… 中川 ひろたか／文　おむすび舎
●『街角には物語が…』 …………… 高楼 方子／作　偕成社

広報 18平成29年11月号

弥生 ― M a r c h ―

久米 絵美里／作　朝日学生新聞社

『言葉屋 １ 言箱と言珠のひみつ』

小学５年生の詠子のおばあちゃんの仕事は、「言葉を口
にする勇気」と「言葉を口にしない勇気」を提供するお
店、言葉屋だった。詠子は言珠職人の見習いとしておば
あちゃんの工房に入門するが…。

・
・
・
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
生
誕
50
周
年
・
・
・

　

か
こ
さ
と
し
さ
ん
の
絵
本「
だ
る
ま

ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」が
刊
行
さ
れ

て
、今
年
で
50
年
に
な
り
ま
す
。主
人
公
の

「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」は
、大
き
な
丸
い
目
に

太
い
ま
ゆ
げ
と
、り
っ
ぱ
な
ひ
げ
の
あ
る

赤
い
だ
る
ま
の
子
ど
も
の
こ
と
で
、子
ど

も
の
頃
に
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
の
絵
本
を
読
ん

だ
経
験
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、だ
る
ま

ち
ゃ
ん
が
お
友
達
の「
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」や

「
か
み
な
り
ち
ゃ
ん
」な
ど
と
一
緒
に
知
恵

を
絞
っ
て
楽
し
く
生
き
て
い
く
姿
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。作
者
の
か
こ
さ
ん
に
よ
る

と「
子
ど
も
の
賢
く
生
き
る
力
を
育
て
た

い
。自
分
自
身
で
考
え
る
力
を
養
っ
て
ほ

し
い
」と
の
思
い
を
込
め
て
作
っ
た
そ
う

で
す
。ち
な
み
に
、登
場
人
物
は
、す
べ
て

全
国
各
地
の
伝
統
玩
具
が
モ
チ
ー
フ
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、改
め
て
読
み
返
し

て
み
る
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

10
月
に
多
く
読
ま
れ
た
本
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

  

一
般
小
説 

『
か「
」く「
」し「
」ご「
」と「
』     　
　
　
　

 
 

住
野 

よ
る
／
著

『
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ワ
イ
ル
ド
』

 
堂
場 
瞬
一
／
著

『
ア
ナ
ロ
グ
』 

ビ
ー
ト
た
け
し
／
著

『
言
の
葉
の
庭
』 

新
海 

誠
／
原
作

  

自
然
科
学 

『
痛
み
・
鎮
痛
の
し
く
み
』

『
図
解
身
近
に
あ
ふ
れ
る「
科
学
」が

　
　
　
　
　
　
　

３
時
間
で
わ
か
る
本
』

『「
疲
れ
な
い
脳
」の
つ
く
り
方
』

  

児
童
書 

『
メ
ア
リ
と
魔
女
の
花
』　

使命に生きる

−根津　寿之さんから

　

ペ
ン
リ
レ
ー
の
話
を
も
ら
っ
た
時
、
私

は
一
冊
の
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、
こ
の
本
で
す
。

　

友
人
に
贈
ろ
う
と
思
い
、「
ま
ず
、
自

分
が
読
も
う
」
と
、
読
み
始
め
た
も
の
で

し
た
。

　

私
は
迷
わ
ず
、〝
紹
介
す
る
の
は
こ
の

本
〟
と
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
本
に
は
、
病
気
を
使
命
に
変
え
、

賢
明
に
、
し
か
も
さ
っ
そ
う
と
、
さ
ら
に
、

い
さ
ぎ
よ
く
生
き
抜
い
て
い
る
、
著
者
の

半
生
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
心
さ
え
負
け

紹介する本

桑
く わ は ら

原　文
ふ み

子
こ

さん （秋成）

 

メ
ア
リ
ー 

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
／
原
作

『
お
し
り
た
ん
て
い

　

い
せ
き
か
ら
の
Ｓ
０
Ｓ
』 ト
ロ
ル
／
さ
く

『
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋
銭
天
堂 

７
』

 

廣
嶋 

玲
子
／
作

『
お
静
か
に
、父
が
昼
寝
し
て
お
り
ま
す
』

 

母
袋 

夏
生
／
編
訳

  

絵
本 

『
ノ
ン
タ
ン
の
た
ん
じ
ょ
う
び
』

『
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
と
南
極
の
ペ
ン
ギ
ン
』

『
お
こ
ら
せ
る
く
ん
』

『
き
ょ
う
ふ
の
お
ば
け
に
ん
じ
ん
』

・
・
・
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

11
月
27
日
㈪
、12
月
25
日
㈪

織田　友理子　著　　鳳書院

心さえ負けなければ大丈夫

広報ライブラリー
今月の１冊

11月 −霜
し も づ き

月−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

な
け
れ
ば
大
丈
夫
」。
そ
こ
に
至
る
ま
で

に
は
、
私
達
の
想
像
を
は
る
か
に
越
え
る
、

絶
望
と
不
安
、
そ
し
て
葛
藤
が
あ
っ
た
事

で
し
ょ
う
。

　

人
は
、
長
い
人
生
、
い
く
つ
も
の
試
練

に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
お
い
て
、「
ど
ん
な
試
練
に
あ
お
う
と

も
、
決
し
て
諦
め
ず
、
希
望
を
も
ち
、
前

を
向
い
て
歩
い
て
行
こ
う
」
と
の
勇
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
心
さ
え
負
け
な
け
れ
ば
大
丈
夫
」

　

こ
の
本
が
、
皆
さ
ん
の
人
生
に
お
け
る

〝
希
望
の
一
書
〟
と
な
れ
ば
と
の
思
い
で
、

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

次
は
、
元
気
マ
マ
の

　
　
　

涌
井　

博
子
さ
ん
で
す
！

短 歌

俳 句

砂
丘

小こ

春は
る

日び

に
今こ
と
し
さ
い
ご

年
最
後
の
好こ
う

天て
ん

と

　
　

思お
も

い
家か

族ぞ
く

の
ふ
と
ん
干ほ

し
お
り 

石
橋
寿
子

低て
い

温お
ん

の
続つ
づ

き
て
苗な
え

の
伸の

び
弱よ
わ

く

　
　

緑み
ど
り

の
色い
ろ

の
出で

ぬ
を
見み

て
立た

つ 

山
本
光
一

快か
い

晴せ
い

の
朝あ
さ

庭に
わ

草く
さ

に
初は
つ

霜し
も

は

　
　

目ま
ば
ゆ映
き
白し
ろ

さ
の
際き
わ

立だ

ち
て
見み

ゆ 

津
端
恵
子

稔み
の

り
穂ほ

に
翅は
ね

を
休や
す

ま
す
黄き

の
蝶ち
ょ
う

の

　
　

姿す
が
た

を
し
ば
し
見み

失う
し
な

い
た
り 

貝
沢
圭
子

こ
の
町ま
ち

の
農の
う

に
生い

き
ん
と
移う
つ

り
住す

む

　
　

若わ
か

き
夫ふ
う
ふ婦
の
笑え

顔が
お

の
嬉う
れ

し 

関
谷
郁
子

葉は

の
落お

ち
し
枝え
だ

に
残の
こ

れ
る
柿か
き

の
実み

の

　
　

朱あ
か

き
色い
ろ

冴さ

ゆ
秋あ
き

晴ば

れ
の
空そ
ら

に 
恩
田
久
美
子

乾か
わ

き
た
る
土つ
ち

に
汗あ
せ

浸し

み
色い
ろ

濃こ

き
を

　
　

芋い
も

掘ほ

り
の
手て

を
休や
す

め
て
見み

入い

る 

丸
山
直
子

秋あ
き

山や
ま

郷ご
う

よ
り
流な
が

れ
来く

る
渓け
い

流り
ゅ
う

の

　
　

濁に
ご

ら
ぬ
ま
ま
に
大た
い

河が

に
入い

り
ゆ
く 

小
野
寺
恒
代

青あ
お

き
闇や
み

に
垂た

れ
て
開ひ
ら

け
る
薄う
す

紅べ
に

の

　
　

サ
ガ
リ
バ
ナ
の
絵え

に
深ふ
か

く
惹ひ

か
る
る
（
砂
丘
誌
の
表
紙
絵
） 

高
橋
春
枝

欲よ
く

の
あ
る
わ
が
生せ
い

は
ま
だ
大だ
い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

　
　

内な
い

職し
ょ
く

の
針は
り

弛ゆ
る

ま
ず
動う
ご

く 

内
山
キ
ク

涼り
ょ
う

誘さ
そ

ふ
花か

瓶び
ん

に
変か

へ
て
ナ
ル
コ
ラ
ン

　
　

日に
っ

光こ
う

黄き

菅す
げ

六ろ
っ

本ぽ
ん

を
挿さ

す 

麻
績
初
恵

八は
ち

十じ
っ

歳さ
い

に
な
り
た
る
わ
れ
は
遠と
お

き
日ひ

を

　
　

思お
も

ひ
返か
え

し
て
懐な
つ

か
し
み
を
り 

滝
沢
勝
枝

孫ま
ご

達た
ち

の
身し
ん

長ち
ょ
う

計は
か

り
し
柱は
し
ら

の
前ま
え

　
　

今い
ま

は
孫ま
ご

等ら

が
わ
た
し
を
計は
か

る 

風
巻
京
子

ふ
ら
つ
き
を
防ふ
せ

ぐ
た
め
座ざ

す
体た
い

操そ
う

の

　
　

椅い

子す

よ
り
垂す
い

直ち
ょ
く

に
手し
ゅ

肢し

を
伸の

ば
せ
り
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
） 

鈴
木
綾
子

岩い
は

壁か
べ

に
掌て

を
触ふ

れ
み
る
に
湿し
め

り
帯お

び

　
　

や
や
ぬ
く
み
あ
り
呼こ

吸き
ゅ
う

す
る
ご
と 

萩
原
光
之

長
生
学
園

暇ひ
ま

を
見み

て
友と
も

を
た
づ
ね
て
行ゆ

き
や
れ
ば

　
　

満ま
ん

面め
ん

に
笑え

み
浮う
か

か
べ
よ
ろ
こ
ぶ 

富
沢
キ
ミ

通つ
う

勤き
ん

の
往お
う

来ら
い

途と

絶だ

え
紅こ
う

葉よ
う

の

　
　

家や

並な

み
の
彼か

方な
た

鳥と
り

甲か
ぶ
と

山さ
ん

白し
ろ

し 

島
田
眞
之

個
人

保ほ

育い
く

園え
ん

尋た
ず

ね
賑に
ぎ

や
か
歌う
た

踊お
ど

り

　
　
　

子
等
愛あ
い

ら
し
く
施し

設せ
つ

人び
と

笑え

む
（
上かみ
郷ごお
） 

清
水
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

ほ
の
と
あ
る
桝ま
す

の
か
を
り
や
新あ
ら
ば
し
り走　

 

房　

良

う
そ
寒ざ
む

や
更こ
う

衣い

室し
つ

よ
り
検け
ん

査さ

室し
つ 

千
年
雄

絵え

心ご
こ
ろ

を
さ
そ
ふ
空そ
ら

な
り
赤あ
か
と
ん
ぼ

蜻
蛉 

美　

恵

信し
な
の濃

川が
わ

曲ま

が
れ
る
な
り
に
鳥と
り

渡わ
た

る 

渡　

舟

花は
な

芒す
す
き

い
つ
も
逢あ

ふ
人ひ
と

名な

も
知し

ら
ず 

れ
い
子

馬う
ま

肥こ

え
て
長な
が

き
た
て
が
み
梳す

か
れ
を
り 

東　

川

コ
ス
モ
ス
の
咲さ

き
乱み
だ

れ
た
る
秘ひ

湯と
う

か
な 

芳　

司

新し
ん

米ま
い

の
一ひ
と

粒つ
ぶ

づ
つ
の
光ひ
か
り

か
な 

冬
詩
子

刈か
り

田た

道み
ち

マ
タ
ア
ッ
タ
ネ
と
散さ
ん

歩ぽ

の
児こ 

壽　

子

稲は

ざ架
七し
ち

段だ
ん

投な

げ
し
頃こ
ろ

ふ
と
思お
も

ひ
出だ

し 

貞　

白し
ら

菊ぎ
く

の
倒た
お

れ
て
も
な
ほ
香か
お

り
け
り　

 

妙　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

　

先
月
号
の
い
き
い
き
大
好
き
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
た「
町
の
健
診
結
果
年
代

別
10
月
速
報
値
」は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
??
今
、若
い
人
を
中
心
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
病
気「
生
活
習
慣
病
」の
原
因
は
、塩
分
や
糖
分
の
摂
り
す
ぎ
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。美
味
し
い
も
の
こ
そ
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。つ
い
つ
い
ラ
ー

メ
ン
の
汁
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
り
、甘
い
も
の
に
目
が
な
か
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

▼
健
診
結
果
を

　

生
活
習
慣
改
善
に
活
か
そ
う
！

　

発
症
す
れ
ば
高
い
死
亡
率
、
亡
く
な
ら
な
く

て
も
寝
た
き
り
、
半
身
不
随
、
失
明
な
ど
を
引

き
起
こ
す
、
心
臓
疾
患
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な

ど
の
恐
ろ
し
い
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

無
い
ま
ま
、
あ
る
日
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
塩
、
脂
肪
等
の
過
剰
摂
取
な

ど
の
不
適
切
な
食
生
活
や
喫
煙
、
過
度
の
飲
酒
、

運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
不
健
康
な
生
活

習
慣
を
続
け
て
い
る
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
川
を
下
り

始
め
、
最
後
に
は
生
活
習
慣
病
の
滝
を
転
げ
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
か
ら

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
解
消
へ

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、こ
れ
ま
で
の
、病
気
の
早
期
発

見
・
治
療
を
目
的
と
し
た
健
診
と
違
い
、生
活
習

慣
病
の
予
防
や
解
消
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
受
け
っ
放
し
厳
禁
!!

　

健
診
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

み
な
さ
ん
は
、
健
診
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

だ
け
で
、
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
を
受
け
て
も
、
そ
の
結
果
を
放
っ
て
お

い
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
診
の
結
果
を
よ
く
確
認
し
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
病
気
の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
、
自
分
で
生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

　

特
定
保
健
指
導

　

健
診
の
結
果
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
人
に
対
し
て
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象
者
に
は
特
定
保
健
指
導

　

健
診
を
受
け
た
人
が
、
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
支
援
し
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
特
定
健
診
の
結
果
か

ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
判
定
基

準
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
対
象
者
を

「
動
機
付
け
支
援
」
と
「
積
極
的
支
援
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
保
健
指
導

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
以
外
に
も
、

津
南
町
に
多
い
高
血
圧
に
着
目
し
た
保
健
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
受
診
勧
奨
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

　

健
診
結
果
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨

お
よ
び
治
療
が
必
要
と
さ
れ
た
人
に
は
、
受
診

勧
奨
を
行
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
無
く
て
も
発

症
直
前
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
受
診
勧
奨
を
受

け
た
ら
、
自
己
判
断
を
せ
ず
に
必
ず
病
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
の
人
ほ
ど

　

気
を
付
け
て
!!

　

健
診
で
異
常
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

数
値
が
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
だ
っ
た
と
い
う
人

は
要
注
意
で
す
。　

　

数
値
は
、
各
年
の
数
値
を
比
較
し
て
み
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
ち
ょ
っ
と
高
め
」、「
以
前

よ
り
数
値
が
上
が
っ
た
」
と
い
う
人
は
、
危
険

信
号
が
灯
り
始
め
て
い
ま
す
！

　

保
健
指
導
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
人
で
も
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
医
師
や
保
健

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
安
心
し
て
国
保
を

　

使
い
続
け
る
た
め
に

　

医
療
費
の
増
加
は
、
み
な
さ
ん
の
家
計
だ
け

で
な
く
、
国
保
の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
が
健
康
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
に
繫
が
り
、
増
え
続
け
る

医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
国
保
を
使
い
続
け
る

た
め
に
も
、
健
診
や
保
健
指
導
を
活
用
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班
・
健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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動
物
崇
拝
の
馬
頭
観
音
菩
薩

　

神
霊
と
し
て
の
姿
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

崇
拝
の
対
象
と
さ
れ
る
動
物
が
い
ま
す
。
農
耕

に
結
び
つ
い
た
蛇
・
狐
・
馬
・
牛
な
ど
、
人
間

に
害
を
与
え
る
鼠
、
人
間
に
憑つ

く
蛇
・
狐
・
狸

な
ど
、
想
像
の
動
物
と
し
て
、
獅
子
・
龍
・
麒

麟
・
獏ば
く

な
ど
が
い
ま
す
。

　

蛇
と
人
間
の
か
か
わ
り
合
い
は
深
く
、
古
代

か
ら
世
界
の
各
民
族
は
蛇
を
無
視
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
吉
野
裕
子
著

『
狐
』
の
本
の
中
に
、
中
国
の
天
地
開か
い
び
ゃ
く闢

の
創

世
神
は
蛇
で
、
こ
の
蛇
の
夫め
お
と婦
神
は
洪
水
を
の

が
れ
、
天
の
裂
け
目
を
つ
く
ろ
っ
て
平
和
を
も

た
ら
し
、
子
孫
を
残
し
て
栄
え
、
人
間
の
祖
と

な
っ
た
と
い
う
説
話
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
人
間
の
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
動

物
と
い
う
と
、
馬
が
第
１
番
目
に
挙
が
る
ほ
ど
、

馬
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
は
欠
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
中
深
見
集
落
に
在
る
保
存
民
家
に

厩う
ま
や

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
農
家
で
は
、
農
作
業

な
ど
の
力
仕
事
に
非
常
に
役
立
ち
ま
す
。
山
間

地
で
は
、
馬
が
荷
物
を
運
ん
だ
り
、
馬
子
が
馬

の
背
に
人
を
乗
せ
て
運
ん
だ
り
と
い
う
よ
う
に
、

馬
は
重
要
な
交
通
手
段
で
も
あ
り
、
生
活
の
重

要
な
働
き
手
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
馬
を
家
族

同
様
に
扱
う
の
は
自
然
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
家
族
の
一
員
で
も
あ
っ
た
馬
の

無
病
息
災
を
祈
願
し
た
り
、
亡
く
な
っ
た
馬
の

冥
福
を
祈
る
た
め
に
像
を
造
っ
た
り
、
感
謝
の

気
持
ち
を
こ
め
て
供
養
塔
を
建こ
ん
り
ゅ
う立
し
た
こ
と
は
、

馬
へ
の
崇
拝
の
現
わ
れ
で
し
ょ
う
。

　

観
音
菩
薩
と
い
う
と
、
柔
和
な
相
を
し
て
い

る
の
が
普
通
で
す
が
、
馬
頭
観
音
菩
薩
は
、
馬

の
柔
和
さ
と
は
ま
っ
た
く
反
対
な
忿ふ
ん
ぬ怒
の
像
容

で
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
旅
行
仲
間
と
京
都
の
寺

巡
り
で
出
会
っ
た
馬
頭
観
音
菩
薩
は
頭
上
に
馬

の
首
を
置
き
、
顔
に
は
鋭
い
３
つ
の
目
、
火
焔

を
放
つ
と
い
う
口
、
２
本
の
牙
、
獅
子
の
た
て

が
み
の
よ
う
な
頭
髪
な
ど
怒
り
の
表
情
を
し
て

い
ま
し
た
。
顔
は
３
つ
あ
り
、
腕
は
６
本
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
像
容
は
、
手
ご
わ
い
煩ぼ
ん
の
う悩

を
駆

逐
す
る
た
め
に
は
、
優
し
い
慈
悲
の
表
情
で
は

娑し
ゃ
ば婆
の
生
き
と
し
生
き
る
も
の
す
べ
て
を
救
う

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
信
念
か
ら
、
忿ふ
ん
ぬ
ぎ
ょ
う

怒
形

で
３
面
６
臂ぴ

の
姿
を
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

像
容
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
ね
。

（
全
国
に
は
１
面
２
臂ひ

か
ら
３
面
８
臂
ま
で
の

馬
頭
観
音
菩
薩
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

津
南
町
に
は
１
３
４
体
の
馬
頭
観
音
の
建
立

が
あ
り
ま
す
。
重
要
な
働
き
手
で
あ
っ
た
馬
の

無
病
息
災
祈
願
や
愛
馬
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
、

道
端
の
守
護
神
と
し
て
馬
頭
観
音
菩
薩
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

☆
冬
の
食
卓
に
も
っ
て
こ
い
！

　

い
っ
し
ょ
に
作
る
キ
ム
チ
漬
け
教
室

☆
大
人
の
「
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な

　
　

ク
リ
ア
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
教
室
」Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

　

キ
ム
チ
を
作
っ
て
食
べ
た
い
な
、で
も
一
人
で
作

る
に
は
ち
ょ
っ
と
…
と
い
う
か
た
、一
緒
に
作
っ
て

冬
の
食
卓
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。今
回
は
、も
う

少
し
作
り
置
き
し
て
お
き
た
い
か
た
の
た
め
に

白
菜
漬
け
２
個
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。（
※
１

個
で
も
可
能
で
す
。そ
の
場
合
割
引
い
た
し
ま

す
。）当
日
は
、キ
ム
チ
漬
け
と
あ
わ
せ
て
、キ
ム

チ
を
使
っ
た
そ
の
他
の
料
理
も
講
師
か
ら
教
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。初
め
て
の
か
た
、ま
た
何
度

も
参
加
さ
れ
て
い
る
か
た
、ど
な
た
で
も
結
構
で

す
。皆
さ
ん
で
楽
し
く
キ
ム
チ
を
漬
け
ま
し
ょ
う
。

■
日　

時　

12
月
２
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

１
，
５
０
０
円
※
会
員
割
引
あ
り

■
申
込
締
切　

11
月
27
日
㈪

※
但
し
先
着
15
名
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク
・

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
・
大
根
１
本
・
長
ネ
ギ
３
本
・

塩
漬
け
し
た
白
菜
２
個
（
も
し
く
は
１
個
）

　

毎
年
、
Ｔ
ａ
ｐ
が
主
催
す
る
子
ど
も
向
け
の

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
ク
リ
ア
キ
ャ
ン

ド
ル
作
り
が
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
「
大
人
も
自
分
の
時
間
を
作
っ
て
、
じ
っ
く

り
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
大
人

の
か
た
を
対
象
に
、
ク
リ
ア
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

を
行
い
ま
す
。
可
愛
い
パ
ー
ツ
を
使
っ
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
お
部
屋
や
玄
関
に
飾
る
と
、
ク

リ
ス
マ
ス
気
分
も
高
ま
り
ま
す
。
是
非

お
友
達
を
誘
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

12
月
８
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

会　

員
…
１
，
３
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員
…
１
，
６
０
０
円

■
定　

員　

20
名

■
申
込
締
切

　

12
月
４
日
㈪

馬頭観音菩薩

津南町　小下里

■
そ
の
他　

申
込
を
さ
れ
た
か
た
に
白
菜
の
漬

け
か
た
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

総
看
護
師
長
　
　
風
巻
　
真
理
子

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
方
法
は
主
に
３

つ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
対
策

③
自
分
自
身
の
免
疫
力
の
向
上

予
防
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
発
症
の
予
防
と
発

症
し
た
場
合
の
重
篤
化
の
防
止
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ィ
ル
ス
対
策
と
し
て
は
、
体
内
の
侵

入
を
防
ぎ
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
う
が
い
・
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

部
屋
を
50
～
60
％
の
湿
度
に
保
つ
、
人
混
み
を
避

け
る
、
手
や
顔
を
な
る
べ
く
触
ら
な
い
な
ど
注
意

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
、
栄
養
素
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
タ
ン
パ
ク
質
と

ビ
タ
ミ
ン
は
大
事
で
す
。
そ
し
て
、
睡
眠
を
し
っ

か
り
取
っ
て
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
残
さ
な
い
こ
と

が
大
事
で
す
。

も
し
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
出
た
場

合
は
、
自
己
判
断
せ
ず
医
師
の
判
断
を
受
け
、
正

し
い
対
応
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、保
険
料
の
納
付

が
免
除
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
将

来
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
減
り
ま
す

が
、同
じ
期
間
未
納
だ
っ
た
場
合
と
は
、

年
金
額
や
受
給
資
格
の
審
査
な
ど
で

大
き
な
差
が
で
ま
す
。（
免
除
や
猶
予

さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、10
年
以
内

な
ら
ば
納
付
し
て
満
額
に
近
づ
け
る
、

追
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。）

免
除
申
請
で
き
る
期
間
は
、

未
来
…
申
請
の
翌
年
６
月
ま
で

過
去
…
申
請
の
２
年
１
ヵ
月
前
ま
で

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
失
業
等
に
よ
っ

て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
免
除

申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期

間
の
あ
る
か
た
は
、
一
度
、
下
記
お

問
い
合
わ
せ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働

省
と
協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね

ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
付
け
、
公
的

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

■
年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て
全
国
各

地
で
「
出
張
年
金
相
談
」
の
開
設

■
大
学
・
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
や

事
業
所
等
へ
出
向
い
て
の
年
金
セ

ミ
ナ
ー
や
年
金
制
度
説
明
会
の
開

催
…
な
ど

ま
た
、
11
月
30
日
は
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を

確
認
し
老
後
の
生
活
設
計
に
思
い
を

巡
ら
し
て
い
た
だ
く
「
年
金
の
日
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
な
ど
を

利
用
し
ご
自
身
の
年
金
に
つ
い
て
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

病
院
歳
時
記

＜実施された行事＞
〔10月〕
	19,20,23,24日	 住民・議会懇談会
	 30日	 総文福祉常任委員会、産業建設常任委員会
〔11月〕
	 2日	 県町村自治に関する研修会（新潟市）
	 2日	 町村長と町村議長との意見交換会（新潟市）
	 7日	 全員協議会
	 7日	 総文福祉常任委員会、産業建設常任委員会
	 9日	 議員勉強会
	 12日	 狭山大茶会
	 12日	 町社会福祉大会
	 14日	 臨時会
	 14日	 全員協議会

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
 5400日 中村チエ子（堂平）
 4700日 板場キヨ（辰ノ口）
 1800日 大倉欽一（小下里）
 1700日 大倉一郎（小下里）
 1500日 大倉マツイ（小下里）
 1400日 渡辺秀子（正面）
 1300日 久保田ナツ（小下里）
 1100日 板場喜恵子（辰ノ口）、磯部昌一（割野）
 1000日 涌井和子（割野）
 400日 城澤作義（小下里）
 100日 石原一男（大割野）、滝沢テル子（赤沢）
主な運動：水中運動、ウォーキング、ラジオ体操他

健康体力づくり100日運動
	 14日	 総文福祉常任委員会、産業建設常任委員会
	 15日	 平成30年度建策要望申入れ
＜今後予定されている行事＞
〔11月〕
	 20日	 地方自治法施行70周年記念式典（東京都）
	 21日	 新潟県町村議会議長会実行運動（東京都）
	 22日	 町村議会議長全国大会（東京都）
	 25日	 国道253号八箇峠道路開通式
	 30日	 平成30年度建策要望回答会
〔12月〕
	 1日	 一般質問締切
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会
	13日～15日	 第4回津南町議会定例会

毎
年
11
月
は「
ね
ん
き

ん
月
間
」、11
月
30
日
は

「
年
金
の
日
」で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
、免
除
や
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

勘
五
郎
の
滝
は
、布
岩
山
の
西
側
の
山
間
に

位
置
す
る
滝
で
す
。こ
の
滝
は
、鳥
甲
山
の
第
Ⅱ

期
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
発
生
し
た
高
山
沢
火

砕
流
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
滝
へ
は
、栄
村
五
宝
木
か
ら
林
道
を
南

に
進
み
、後
半
は
沢
登
り
が
必
要
で
す
。

切
明
の
川
原
を
掘
る
と
温
泉
が
湧
き
出
て
き

ま
す
。こ
の
温
泉
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ

 新潟県では、結婚を希望するかたの婚活を応援するため、「あなたの婚活」応援プロジェクトを実施しています。
 一対一の婚活マッチングシステム ｢“ハートマッチ”にいがた」のほか、市町村、NPO 等が実施する「認定イベント」、県補助事業者が実施する

「世話焼きイベント」があります。

「あなたの婚活」応援プロジェクト

会員登録が必要で、システムへの登録からお相手とのお引
合せ等のサポートを「にいがた出会いサポートセンター」
で行っています。

一対一の婚活マッチングシステム「“ハートマッチ”にいがた」 世話焼き機能付きイベント

認定イベント

・事業者がイベントやセミナー等の出会いの場を提供します。
・「世話焼き」として、事業者が配置するコーディネーター

が、出会いから結婚まで一貫したサポートを行うための相
談窓口等を設置し、「婚活ってどうすればいいの?」とお
悩みのかた、出会いから結婚までのアドバイスがほしいか
た、異性とうまく話せないと悩んでいるかたなどのご相談
を受け付けています。

イベント情報は随時追加されます。
詳しくは「あなたの婚活応援プロジェクト」を検索 !

・市町村、企業、NPO、団体等が主催するイベントです。
・新潟県が委嘱するイベントアドバイザーが、イベントの

企画・運営についてアドバイスを行っており、各イベ
ント主催者はイベントアドバイザーと連携しながら、
趣向を凝らしたイベントを行っています。

十日町市に臨時サポートセンターがやって来ます !!
日時：平成 29 年 12 月 2 日 ㈯　午前 10 時〜午後５時
会場：クロステン
※事前予約が必要です。予約状況の確認、利用予約等は
「“ハートマッチ”にいがた」のホームページを検索! ★ 12月の主なイベント情報★

クリスマス直前 ! 和風クリスマス☆地元の恵みをた〜っぷ
り味わう新そば & ビュッフェを話題の Abuzaka（あぶざ
か）で !
　【開　催　日】12 月 23 日 ㈯
　【開　催　地】十日町市
　【対象年齢】概ね 35 歳以上
　【主　催　者】株式会社トアイリンクス

★ 12月の主なイベント情報★
　すてきなお家で Christmas Home Party
　【開　催　日】12 月 10 日 ㈰
　【開　催　地】新潟市
　【対象年齢】24 歳〜 39 歳
　【主　催　者】NPO 法人新潟婚カツ応援団カクーン

ジ
オ
サ
イ
ト
№
42

「
勘
五
郎
の
滝
」

ジ
オ
サ
イ
ト
№
43

「
切
明
の
川
原（
温
泉
湧
出
）」

勘五郎の滝

川原を掘って自分だけの露天風呂を満喫できる

ム

－

塩
化
物
・
硫
酸
塩
泉
で
お
よ
そ
54
度
で
す
。

鈴
木
牧
之
は
、
文
政
11
年（
１
８
２
８
）に
当

地
を
訪
れ
、「
湯
本
」と
し
て
、そ
の
様
子
を『
秋

山
記
行
』に
描
い
て
い
ま
す
。そ
の
際
牧
之
は
、住

人
か
ら
、こ
の
温
泉
は
寛
政
６
年（
１
７
９
４
）に

開
か
れ
た
の
だ
と
聞
き
ま
す
。中
津
川
左
岸
に
は

温
泉
宿
が
あ
り
、そ
の
裏
山
に
は
薬
師
様
を
祀
っ

た
薬
王
閣
を
描
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
場

所
は
、切
明
の
発
電
所
と
導
水
管
と
な
っ
て
い
て
、

中
津
川
右
岸
に
温
泉
宿
が
建
ち
、薬
王
閣
も
小

さ
な
祠
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

牧
之
が
訪
れ
て
か
ら
19
年
後
、弘
化
４
年

（
１
８
４
７
）に
起
き
た
善
光
寺
地
震
の
際
に
、

山
崩
れ
に
よ
り
川
が
土
砂
で
せ
き
止
め
ら
れ
て

湖
と
な
り
、温
泉
宿
も
湖
底
に
沈
ん
だ
と
い
う

記
録
が
あ
り
ま
す
。翌
、嘉
永
元
年（
１
８
４
８
）、

こ
こ
を
訪
れ
た
佐
久
間
象
山
が
工
事
を
指
導
し
、

土
砂
を
切
り
開
い
て
排
水
し
た
の
で
、地
名
が

湯
本
か
ら
切
明
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

しあわせ♡応
援隊から

を込めて愛



戸 籍 の 窓

柿﨑　大介さん（芦ヶ崎）
小幡　真夏さん（魚沼市） ｝
村山　周平さん（十二ノ木）
庭野　亜里沙さん（十日町市）｝
武田　翔太さん（大割野）
中田　舞紗さん（船山） ｝

N
ajom

on Inform
ation

■人口9,910（−14）　男4,802（−13）　女5,108（−1）

■世帯数3,560（−8）　■転入／ 12　■転出／ 22　■出生／ 4　■死亡／ 8　■婚姻／ 111月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●自然素材を使った手づくり作品展
　会　期／平成29年11月25日㈯
　　　　　～平成30年1月8日㈪
　入場料／無料
　「冬」をテーマに公募で集まった手

づくり作品を展示します。

●「津南学講座」開催のお知らせ
　受講料／無料
   会　場／なじょもん研修室
　12月2日㈯　13：30 ～ 15：00
　「変わりゆく身近な津南の自然」
　　講師／涌井泰二（日本自然保護協会会員）
　12月9日㈯　13：30 ～ 15：00
　「ムササビ先生が見つけた津南の自然」
　　講師／藤田　久（NHK文化センター新潟教室講師）
　12月16日㈯　13：30 ～ 15：00
　「縄文時代中・後期の大集落　十日町野首遺跡
　　　　　－発掘調査成果から見た縄文人のくらし－」
　　講師／菅沼　亘（十日町市博物館）

●学校の思い出の品はありませんか？
　なじょもんでは、かつて津南町にあった学校や分校の思い出の品を集めて

います。

　例えば、学校名が入った記念の湯呑みや手ぬぐい・制服・校章など、ご寄贈い

ただけるものがありましたら、ぜひご連絡ください。

昨年の作品展の様子

津南学講座の様子

　

今
月
、
新
潟
県
が
主
催
す
る

広
報
研
修
へ
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
写
真
の
撮
り
か
た
、
広
報
紙

の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
基
礎
か
ら

学
ぶ
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他

市
町
村
の
広
報
担
当
者
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
は

り
一
番
の
収
穫
は
他
市
町
村
の

武田　珠
み り

李（大割野） 端紀さん
 綾菜さん

涌井　陸
りく

斗
と

（相吉） 一重さん
 綾子さん

島田　朝
あさ

陽
ひ

（宮野原） 正樹さん
 綾那さん

城沢　彩
さ

月
つき

（小下里） 啓太さん
 亜弥子さん

清水　テイさん	 （93歳・田中）

山田　英夫さん	 （67歳・小池）

桑原　平八郎さん	（87歳・反里口）

福𠩤　ハナさん （97歳・外丸）

中島　友之さん	 （89歳・かりんの里）

12 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

2日㈯ 10:00〜12:00 手漉き和紙の年賀状づくり 800 低学年以上

3日㈰ 13:00〜16:00 注連縄（しめなわ）づくり 800 中学年以上

9日㈯ 10:00〜12:00 和紙のあかり 1,000 中学年以上

10日㈰ 10:00〜12:00 そば打ち　※要予約 800 中学年以上

16日㈯ 13:30〜15:30 トントゥづくり 300 低学年以上

17日㈰ 13:30〜15:30 手漉き和紙の年賀状づくり 800 低学年以上

23日㈯ 13:30〜15:30 縄文ナイトライト 1,000 高学年以上

24日㈰ 10:00〜12:00 ろうそくのランタンづくり 1,000 高学年以上

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

広
報
担
当
者
と
の
出
会
い
で
す
。

今
後
も
意
見
交
換
を
し
、
広
報

紙
を
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
広
報
つ
な
ん
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
！
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

い
ろ
ん
な
人
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
あ
た
た
か
い
お
弁
当
。
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

作
る
一
瞬
の
様
子
を
と
ら
え
た
１
枚
で
す
。


